
【期間】
平成29年9月18日（月）～22日（金）
【応募資格】
長崎大学病院群研修プログラム研修医で、長崎大学病院で後期研修を行う者
【研修内容】
ハワイ大学医学部で、アメリカのシミュレーターを用いた臨床トレーニングを体験する

「最先端のシミュレーション教育で、さらなる高みへ」をテーマに、毎年実施しているハワイ大学研修。
2017年は7人の研修医の先生方が挑戦し、急変対応やチームワークについて学んだほか、英語での
コミュニケーション能力も鍛えられ、充実の5日間を過ごしました。

チーム2017は、大人しめな見た目とは裏腹に、意見

をぶつけ合って、議論が白熱するほど熱い先生たち
の集まりでした。

長いことハワイ研修の引率をしていますが、そんな
研修医の姿を見たことがなく、ハワイの先生方も見
慣れない光景に喜んでいました。

最終日には、全員がハワイの教授からアグレッシブ
と評価を受けていましたよ！

来年度以降も、この流れを引き継いで楽しく活気ある
ハワイ研修にしていきたいです。

今年度は例年になく参加者が
7人と少人数のなか、ハワイ研修
を敢行しました。

答えを教わる前に、「さぁ、やってみよう！」
という流れで研修が進むので、何が正しい
のか、自分の頭で考えながら学べました。

自分は何ができないのか、明確な気付きが
多かったように思います。

また、シミュレーション研修なので、失敗して
もいいという安心感と、反復演習で得られる
知識や感覚がありました。

演習後のフィードバックでは、自分の行動を
否定されるのではなく、良かった点と改善点
を指導してもらえたので、自分の考えている
ことを言いやすく、挑戦しやすい環境でした。

そのため、自信がないことに対しても試す力
が付き、間違ったとしても「経験を積み重ね
れば、自分はできるんだ！」と、自信を持つ
ことができました。
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より詳しいインタビュー内容はセンターブログへ！http://careerngs.exblog.jp/
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初日は、オリエンテーションから始まり

午後は夜勤当直時に起こりやすい症例への対処法を学びました。

医療安全について、日米の違いをシミュレーションを通して学び

2日目の午前中は医療英語の講義と

午後は、小児整形外科専門病院の見学しました。

3日目の午前は、困難な気道確保の症例を学び

午後には、実践的なトリアージを学びました。

4日目の午前は、小児特有の救急症例の

午後は、スピード感を意識したチームワークの訓練と

米陸軍病院とハワイ州DMATセンターの見学をしました。
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今回の研修の総評が行われました。

鑑別疾患、評価、治療について学び

最終日の5日目は、午前と午後に分けて、


